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新入生向けWebページ

学生生活全般｜学生便覧、入学者案内

教務関係
教務関係全般｜授業日程、総合教育棟平面図
教養教育関係｜教養教育科目履修マニュアル、時間割 など

副専攻プログラム関係｜履修申請、プログラム一覧 など

IT・システム関係｜メディア授業受講の手引き、キャンパス
スクエア操作マニュアル
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本ガイダンスの構成

A. 教養教育とは何か

- 教養教育の意義と目的、専門教育との相違点

B. 履修登録における留意点

- 履修計画の立て方、登録手続き、注意事項

C. 授業運営および単位制度の概要

- 授業時間、単位制度、出席要件等の基本的な学修ルール

D. 教養教育科目の履修要件

- 必修科目、選択科目、学部別要件

E. 広がる学び、深まる教養

- 副専攻プログラム、「学ぶ街は、暮らす街でもある。」



本ガイダンスの構成

A. 教養教育とは何か

- 教養教育の意義と目的、専門教育との相違点

B. 履修登録における留意点

- 履修計画の立て方、登録手続き、注意事項

C. 授業運営および単位制度の概要

- 授業時間、単位制度、出席要件等の基本的な学修ルール

D. 教養教育科目の履修要件

- 必修科目、選択科目、学部別要件

E. 広がる学び、深まる教養

- 副専攻プログラム、「学ぶ街は、暮らす街でもある。」



専門教育と教養教育

専門教育

特定分野を深く学ぶ

職業・専門性に直結する学び

技術・知識を体系的に習得

教養教育

多様な分野に触れる

社会全体への理解を深める

思考力・表現力を伸ばす



教養がないと？

エンジニア：高度な技術の製品を開発できるけ
ど、社会に与える影響を考えていない

医師：治療は的確でも、患者の気持ちに無関心

教師：知識を教えるだけで、生徒の個性や悩み
に寄り添えない

英語学習者：単語や文法は完璧でも、異文化を
理解せず対話ができない



教養教育の目的

主体的・能動的学修への転換

文理融合教育による多元的な視点や思考法の獲得

国際共通語としての英語能力の獲得

地域志向性（地域が持つ強みや課題の理解，課題
解決への 意欲等）の涵養

国際性（異文化理解，多文化共生等）の涵養



３つの力

弘前大学では次の３つの力を育てていきます

見通す力

解決していく力

学び続ける力

これらを身につけるために、教養教育と専門教育
を組み合わせたカリキュラムが設計されている

https://gkm.hirosaki-u.ac.jp/kyoikuinfo/policy/curriculum.html
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「教養・専門」比率

教養

専門

教養

専門

教養

専門

教養

専門

１年 ２年 ３年 ４年



１０科目群

① スタディスキル導入

② データサイエンス

③ グローカル

 （ローカル／グローバル／多元的地域志向）

④ 社会・文化 ⑤ 自然・科学 ⑥ 人間・生命

⑦ キャリア教育

⑧ 英語 ⑨ 多言語 ⑩ 日本語（留学生向け）



教養教育の運営とサポート体制

運営組織：教養教育開発実践センター

授業担当：全学の教員

相談窓口： 総合教育棟1階 

2番窓口「教養教育担当」

② 教養教育担当
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時間割は自分で作る

大学では自分自身で時間割を組み立てる

教養と専門科目、両方の時間割を確認

「必修」「選択必修」「選択」なども考慮

自分の興味や将来も視野に入れて、柔軟に組み

合わせよう！



履修登録の流れとスケジュール

履修登録：

４月７日（火）９：００～４月１０日（金）１７：００

抽選結果発表：４月12日（日）１５：００

履修登録変更（追加・取りやめ）：

４月１３日（月）９：００～４月２４日（金）１７：００

履修取りやめ期間：

４月２７日（月）９：００～５月１日（金）１７：００

※手続きをせず履修放棄すると「不可（不合格）」となります



CAMPUS SQUARE

Web システム「CAMPUS SQUARE」
URL： https://gakujoweb.hirosaki-u.ac.jp/campusweb/

履修登録

シラバス

抽選結果

時間割など

ログインにはHiroin IDが必要
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HiroinID、学生証、学籍番号

HiroinID

大学のオンラインサービスにログインするためのID

学生証とあわせて４月3日（金）に配布

学生証

学生の身分証明書（学籍番号が記載）

在学中は常に携帯するもの

学籍番号

入学時に付与され在学中は変わらない７桁の英数字

学内の提出書類，各種手続きなどで使用
※学部や学科を転籍した場合は、新しい学籍番号が割り当てられます



履修登録方法

①

②

③



履修登録方法

連絡先登録

↓

履修登録



履修登録方法

② シラバスをCheck!

① 登録したい時間帯の
  「未登録」を選択

③「登録完了」を
  忘れずに！



履修登録方法

英語｜６コマ仮登録されている
クラス分け発表まで削除厳禁

基礎ゼミナール

データサイエンス基礎

キャリア形成の基礎



シラバスの検索

時間割所属

所属学部に関係
なく「教養教育
科目」を選択



年間で履修登録できる単位の上限

全ての学部（医学部は１年次のみ）で教養教育科
目と専門教育科目を合わせて，年間で４８単位と
なっています。

• 通常の授業期間以外で開講されるもの（集中講義）や，
実験，実習及び実技は含みません。

• 前期・後期それぞれ24単位を目安に

• 履修取りやめ期間に，履修の取りやめを行わなかった科
目は，すべて履修登録できる単位の上限に含まれるので
注意！
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授業時間割の基本ルール

時 限 コマ 時 間 帯

１・２時限 １ ８時４０分 ～ １０時１０分（９０分）

３・４時限 ２ １０時２０分 ～ １１時５０分（９０分）

５・６時限 ３ １２時４０分 ～ １４時１０分（９０分）

７・８時限 ４ １４時２０分 ～ １５時５０分（９０分）

９・10時限 ５ １６時００分 ～ １７時３０分（９０分）



単位制度

２単位＝約90時間 の学修時間が基準

授業時間だけでなく、授業外の予習・復習・課題時間も含まれる

例：週1回90分×15回＝22.5時間 → 残りは授業外学修で補う

実験・実習・演習はやや異なるルールになることも

※授業時間 授業時間外学修 計

講義・演習 １５時間 ３０時間 ４５時間

実験・実習・実技 ３０時間 １５時間 ４５時間

１単位の修得に要する授業時間と授業時間外学修時間

※本学では１回の授業時間(90分)を２時間とみなしています。



授業回数と出席ルール

原則｜1科目につき 15回 の授業

成績評価により実施方法が異なる

◼試験あり｜15回授業＋1回試験 → 計16回相当
※オンデマンド授業１回で15週で終了

◼試験なし｜授業内テスト・レポート → 15回で終了

◼多言語Ⅰ（週2回科目）｜30回（＋試験で31回の場合あり）

※同様に15週で終了

授業スケジュールは シラバス・掲示・初回授業で確認！
出席が 3分の2未満 の場合、「不可（不合格）」となります



成績評価

５段階で評価

平常の学習，試験・レポートの結果などを総合的に判断

どのような点が重視されるかはシラバスを確認

Grade Point (GP:0~4)はGPAの算出に使用される

評 語 評 点 合否種別 GP

秀 １００点～９０点

合 格

4

優 ８９点～８０点 3

良 ７９点～７０点 2

可 ６９点～６０点 1

不 可 ５９点～ ０点 不合格 0



GPA

学期GPAでは、分母が履修登録した科目の総単位数

不可＝０点を取ると学期GPAは下がる

GPAが低いと、奨学金審査や各種推薦等で不利

履修放棄はせずに「履修取りやめ」の手続きを！

https://gkm.hirosaki-u.ac.jp/kyoikuinfo/syllabus/evaluationscheme-gpa.html
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卒業所要単位と履修ルール

卒業には「教養教育科目」から 34単位 の修得が
必要

「専門教育科目」から90単位以上（学部によって
異なる）の修得が必要

多言語と日本語を除く8科目群に 最低限必要な単
位数 が設定されている

単位数の合計だけでなく、各群の条件を満たす必
要あり



修得すべき単位数｜共通単位

科目群 科目 必要単位 備考

スタディスキル導入科目
基礎ゼミナール 2単位

地域学ゼミナール 2単位

データサイエンス科目
データサイエンス基礎 2単位

データサイエンス応用A・B 0~2単位

グローカル
科目

ローカル科目 2単位

グローバル科目 2単位

社会・文化 2単位 「法と社会Ｂ」を除く

自然・科学 2単位

人間・生命 2単位 「運動と健康Ｂ」を除く

キャリア教育
キャリア形成の基礎 １～2単位

キャリア形成の実践 0～1単位

英語

English Communication 
A/B/C/D

各2単位
計8単位

2年次以上科目

0～4単位
多言語

ドイツ語Ⅰ,フランス語Ⅰ,中
国語Ⅰ,特設言語

適宜修得単位 4～8単位

合計 34単位



修得すべき単位数｜人文社会科学部

科目群 科目 必要単位 備考

スタディスキル導入科目
基礎ゼミナール 2単位

地域学ゼミナール 2単位

データサイエンス科目
データサイエンス基礎 2単位

データサイエンス応用A・B ー

グローカル
科目

ローカル科目 2単位

グローバル科目 2単位

社会・文化 2単位 「法と社会Ｂ」を除く

自然・科学 2単位

人間・生命 2単位 「運動と健康Ｂ」を除く

キャリア教育
キャリア形成の基礎 1単位

キャリア形成の実践 1単位

英語

English Communication 
A/B/C/D

各2単位
計8単位

2年次以上科目

ー
多言語

ドイツ語Ⅰ,フランス語Ⅰ,中
国語Ⅰ,特設言語

適宜修得単位 8単位

合計 34単位



修得すべき単位数｜教育学部

科目群 科目 必要単位 備考

スタディスキル導入科目
基礎ゼミナール 2単位

地域学ゼミナール 2単位

データサイエンス科目
データサイエンス基礎 2単位

データサイエンス応用A・B ー

グローカル
科目

ローカル科目 2単位

グローバル科目 2単位

社会・文化 2単位 「法と社会Ｂ」を除く

自然・科学 2単位

人間・生命 2単位 「運動と健康Ｂ」を除く

キャリア教育
キャリア形成の基礎 2単位

キャリア形成の実践 ー

英語

English Communication 
A/B/C/D

各2単位
計8単位

2年次以上科目

ー
多言語

ドイツ語Ⅰ,フランス語Ⅰ,中
国語Ⅰ,特設言語

適宜修得単位 8単位

合計 34単位



修得すべき単位数｜医学部医学科

科目群 科目 必要単位 備考

スタディスキル導入科目
基礎ゼミナール 2単位

地域学ゼミナール 2単位

データサイエンス科目
データサイエンス基礎 2単位

データサイエンス応用A 2単位

グローカル
科目

ローカル科目 2単位

グローバル科目 2単位

社会・文化 2単位 「法と社会Ｂ」を除く

自然・科学 2単位

人間・生命 2単位 「運動と健康Ｂ」を除く

キャリア教育
キャリア形成の基礎 2単位

キャリア形成の実践 ー

英語

English Communication 
A/B/C/D

各2単位
計8単位

2年次以上科目

ー
多言語

ドイツ語Ⅰ,フランス語Ⅰ,中
国語Ⅰ,特設言語

適宜修得単位 6単位

合計 34単位



修得すべき単位数｜医学部保健学科，心理支援科学科

科目群 科目 必要単位 備考

スタディスキル導入科目
基礎ゼミナール 2単位

地域学ゼミナール 2単位

データサイエンス科目
データサイエンス基礎 2単位

データサイエンス応用A・B ー

グローカル
科目

ローカル科目 2単位

グローバル科目 2単位

社会・文化 2単位 「法と社会Ｂ」を除く

自然・科学 2単位

人間・生命 2単位 「運動と健康Ｂ」を除く

キャリア教育
キャリア形成の基礎 2単位

キャリア形成の実践 ー

英語

English Communication 
A/B/C/D

各2単位
計8単位

2年次以上科目

ー
多言語

ドイツ語Ⅰ,フランス語Ⅰ,中
国語Ⅰ,特設言語

適宜修得単位 8単位

合計 34単位



修得すべき単位数｜理工学部（物質創成化学科以外）

科目群 科目 必要単位 備考

スタディスキル導入科目
基礎ゼミナール 2単位

地域学ゼミナール 2単位

データサイエンス科目
データサイエンス基礎 2単位

データサイエンス応用B 2単位

グローカル
科目

ローカル科目 2単位

グローバル科目 2単位

社会・文化 2単位 「法と社会Ｂ」を除く

自然・科学 2単位

人間・生命 2単位 「運動と健康Ｂ」を除く

キャリア教育
キャリア形成の基礎 １単位

キャリア形成の実践 1単位

英語

English Communication 
A/B/C/D

各2単位
計8単位

2年次以上科目

ー
多言語

ドイツ語Ⅰ,フランス語Ⅰ,中
国語Ⅰ,特設言語

適宜修得単位 6単位

合計 34単位



修得すべき単位数｜理工学部（物質創成化学科）

科目群 科目 必要単位 備考

スタディスキル導入科目
基礎ゼミナール 2単位

地域学ゼミナール 2単位

データサイエンス科目
データサイエンス基礎 2単位

データサイエンス応用A 2単位

グローカル
科目

ローカル科目 2単位

グローバル科目 2単位

社会・文化 2単位 「法と社会Ｂ」を除く

自然・科学 2単位

人間・生命 2単位 「運動と健康Ｂ」を除く

キャリア教育
キャリア形成の基礎 １単位

キャリア形成の実践 1単位

英語

English Communication 
A/B/C/D

各2単位
計8単位

2年次以上科目

ー
多言語

ドイツ語Ⅰ,フランス語Ⅰ,中
国語Ⅰ,特設言語

適宜修得単位 6単位

合計 34単位



修得すべき単位数｜農学生命科学部（国際園芸農学科以外）

科目群 科目 必要単位 備考

スタディスキル導入科目
基礎ゼミナール 2単位

地域学ゼミナール 2単位

データサイエンス科目
データサイエンス基礎 2単位

データサイエンス応用A・B ー

グローカル
科目

ローカル科目 2単位

グローバル科目 2単位

社会・文化 2単位 「法と社会Ｂ」を除く

自然・科学 2単位

人間・生命 2単位 「運動と健康Ｂ」を除く

キャリア教育
キャリア形成の基礎 1単位

キャリア形成の実践 1単位

英語

English Communication 
A/B/C/D

各2単位
計8単位

2年次以上科目

ー
多言語

ドイツ語Ⅰ,フランス語Ⅰ,中
国語Ⅰ,特設言語

適宜修得単位 8単位

合計 34単位



修得すべき単位数｜農学生命科学部（国際園芸農学科）

科目群 科目 必要単位 備考

スタディスキル導入科目
基礎ゼミナール 2単位

地域学ゼミナール 2単位

データサイエンス科目
データサイエンス基礎 2単位

データサイエンス応用A・B ー

グローカル
科目

ローカル科目 2単位

グローバル科目 2単位

社会・文化 2単位 「法と社会Ｂ」を除く

自然・科学 2単位

人間・生命 2単位 「運動と健康Ｂ」を除く

キャリア教育
キャリア形成の基礎 1単位

キャリア形成の実践 1単位

英語

English Communication 
A/B/C/D

各2単位
計8単位

2年次以上科目

4
多言語

ドイツ語Ⅰ,フランス語Ⅰ,中
国語Ⅰ,特設言語

適宜修得単位 4単位

合計 34単位



履修区分の違い

必修科目 必ず修得しなければならない科目。
必修科目を修得していないと卒業できない。
例）基礎ゼミナール、地域学ゼミナール、データサイエンス基礎、
キャリア形成の基礎、English Communication A/B/C/D

選択必修科目 複数ある科目の中から，決めら
れた単位数を必ず修得しなければならない科目。
例）『この2科目のうち、どちらか1つを履修する』

選択科目 決められた一定範囲の科目の中から
各自選んで履修する科目



時間割の見方

開講科目名の【】は，学部・学科等を示す
【H】人文社会科学部， 【P】教育学部， 【M】医学部，
【S】理工学部， 【A】農学生命科学部

「講義室」欄は，授業を行う講義室を示す
「総合｣は総合教育棟を，
  ｢人社｣，｢教育｣，｢医保｣，｢理工｣，｢農生｣，「情報」
は，各学部校舎や情報基盤センターを示す
※この｢授業時間割｣に記載している講義室から変更とな
る場合があるので，教養教育掲示板等で確認すること



サブタイトルのルール

A・B・C
同じ科目名でも内容が異なる。アルファ
ベットが違えば、それぞれ修得可能（上限
あり）。

Ⅰ・Ⅱ
レベル分けされた科目。同時履修不可。Ⅰ
を修得していないとⅡが履修できない科目
もある。

①・② 同じ内容を複数開講している科目。

「基礎ゼミナール」を修得してないと、「地域学ゼミ
ナール」が履修できないといったルールもあります

後期にオンデマンドで開講される「データサイエンス
基礎」は再履修用

※1 

※2 



履修上の注意事項

多言語クラス
ドイツ語Ⅰ，フランス語Ⅰ，中国語Ⅰは週２回の授業（火と
木、あるいは水と金）で構成されています 。対応する授業の
科目名は同じ丸番号（①～④）で示しています 。

キャリア形成の基礎
人文社会科学部，理工学部，農学生命科学部の「キャリア形
成の基礎」は 6 月から授業開始となります 。

データサイエンス基礎
初回からPCを使いますので必ず持参してください（「入学者
案内」p.10参照）。

多元的地域志向科目
「多元的地域志向科目」は２年次から履修できる科目です
（医学部医学科のみ１年次から履修可）



本ガイダンスの構成

A. 教養教育とは何か

- 教養教育の意義と目的、専門教育との相違点

B. 履修登録における留意点

- 履修計画の立て方、登録手続き、注意事項

C. 授業運営および単位制度の概要

- 授業時間、単位制度、出席要件等の基本的な学修ルール

D. 教養教育科目の履修要件

- 必修科目、選択科目、学部別要件

E. 広がる学び、深まる教養

- 副専攻プログラム、「学ぶ街は、暮らす街でもある。」



副専攻プログラム

https://gkm.hirosaki-u.ac.jp/kyoikuinfo/syllabus/program.html

https://gkm.hirosaki-u.ac.jp/kyoikuinfo/syllabus/program.html
https://gkm.hirosaki-u.ac.jp/kyoikuinfo/syllabus/program.html
https://gkm.hirosaki-u.ac.jp/kyoikuinfo/syllabus/program.html


副専攻プログラム

https://gkm.hirosaki-u.ac.jp/kyoikuinfo/syllabus/program.html

履修申請期間
4月7日 ～4月17日（金）17:00

大学院横断型副専攻プログラム
教養教育・学部専門・大学院科目から構成され、
学部在籍時から段階的に履修
大学院で副専攻を申請して体系化
「キャリアデザインー研究開発マネジメントの
世界ー」（学部１年後期）

https://gkm.hirosaki-u.ac.jp/kyoikuinfo/syllabus/program.html
https://gkm.hirosaki-u.ac.jp/kyoikuinfo/syllabus/program.html
https://gkm.hirosaki-u.ac.jp/kyoikuinfo/syllabus/program.html




おわりに

➢このあとの「専門教育ガイダンス」も必ず受講してください

➢時間割・シラバスの確認、履修登録を試してみましょう
（登録期間内は何度でも登録・解除が可能）

➢「履修相談」も活用してください

➢教養教育に関する質問は、LINE版チャットボット「ひろり
ん」も活用してください

・専門教育科目に関する質問には回答できません（令和８年４月１日現在）
・試験運用中（β版）です。生成AIの特性上、回答が必ずしも正確ではありません
・チャット欄には、氏名・学籍番号などの個人情報は入力しないでください

ひろりんの利用

こちらの二次元コードか
らLINEの「友だち追加」
を行なってください
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